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齋藤 章吾 
 本研究では、極小主義プログラム（Minimalist Program, MP）の枠組みから、
様々な言語操作や言語現象の制限に対する説明を試みる。MPとは、言語表現を
生成する言語機能が完璧な計算システムであり、言語運用体系に対して音/意味
の情報を最適な方法で提供すると仮定する研究プログラムである。このプログ
ラムの下、言語表現の派生は、(i)効率的計算の原理と(ii)言語運用体系から課せ
られる諸条件（最小出力条件/インターフェイス条件）によって制約を課せられ
ると考えられている。本研究は、MPの枠組みの下、特に統語部門から音韻部門
への派生に関する考察を通して様々な言語操作や言語現象の制限を説明するこ
とで、MPの発展に貢献することを目的とする。 
 第１章では、統語部門から音韻部門への派生に関する先行研究を概観し、言語
表現の派生とそれに課せられる制限について論じる。まず、統語部門における派
生については、効率的計算の原理に基づいて進められることを論じ、現行の研究
の枠組みで仮定されている２つの制約を導入する。具体的には、言語計算のため
の操作である併合はその入力を改変してはならないという改変禁止条件と、統
語部門の派生はフェイズという単位毎に進み、あるフェイズの領域に含まれる
要素はそのフェイズの外からの計算に利用できないとするフェイズ不可侵条件
を導入する。さらに、統語部門と音韻部門の間のインターフェイスについては、
ラベル付けと、統語構造から音韻構造への写像という 2 つの手続きについて論
じる。具体的に、ラベル付けについては、言語機能と言語運用体系のインターフ
ェイスにおける解釈のために要請されることを論じ、Chomsky (2013)が提案した
ラベル付けのメカニズムを概観する。一方、音韻構造への写像については、この
写像が、音韻表示に関わる諸条件を満たす形で行われるということを示す。本研
究では、上記に示した統語部門から音韻部門への派生とその制約に焦点を当て
て考察し、言語操作や言語現象の制限に対して説明を与える。 
 第２章では、遅い併合(Late Merge, LM)という操作に焦点を当てて、この操作
が効率的計算の原理により制限されることを示す。LMとは、入力となる２つの
要素のうち、一方が派生に導入されて何段階か後に適用される併合操作である。
本章では、LMが移動要素の内の深く埋め込まれた位置に適用できないことを示
唆する先行観察を示し、この操作がフェイズに基づく制限により説明されるこ
とを論じる。具体的には、Obata (2010)の仮定するフェイズ不可侵条件を採用し、
LMはその適用段階で統語的に利用可能な位置にのみ適用されると提案する。本
提案は、先行研究で観察されていた、述語内部の名詞句に対する LM に課せら
れる制限と複数の付加の適用とその順序に課せられる制約に説明を与える。本
章ではさらに、等位接続された名詞句内部に LM を適用できないことを示唆す
る新たな観察を提示し、これが本提案によって説明されることを示す。また本章
では、再構築効果に関する A移動と A'移動の間の非対象性が、本提案の帰結と
して導出される名詞句の LMにより説明されることを論じる。 
 第３章では、インターフェイスにおける統語構造の読み取りに必要となるラ
ベルを決定するメカニズムについて考察する。具体的には、Chomsky (2013, 2015)
が提案したラベル付けアルゴリズムの問題点を指摘し、新たに、Copy Deletionに
基づくラベル付けのメカニズムを提案する。本提案は、ラベル付けの問題を引き
起こすコピーを統語部門で削除することで、そのままではラベル付けできない
構造をラベル付け可能にする。この削除操作の帰結として、ラベル付けの問題を
引き起こすコピーは音韻部門や意味部門に送られる前に統語部門で削除される
ため、いかなる音韻効果や意味効果も持たない。一方、ラベル付けに必要なコピ
ーは削除されずに音韻部門や意味部門へ送られ、音韻効果や意味効果を持つ。本
章では、コピーの間に音韻効果の有無に関する違いがあることを示す事実とし
て、to縮約の分布、コピーの具現化に課せられる制限、不定詞標識を残す動詞句
省略の可否、非定形助動詞の縮約の分布を提示し、それらが本提案の帰結として
説明されることを示す。 
 第４章では、音韻構造に課せられる条件について考察し、それが特定の省略や
移動を制限することを論じる。具体的には、Sato and Dobashi (2016)が提案した
that痕跡効果に対する音韻分析を拡張し、動詞句省略と前置詞残留に課せられる
制限を説明する。本分析によると、機能語は単独で音韻句を形成できず、ある音
韻句から内容語を取り除いて機能語のみを残留させる省略や移動は、音韻的理
由から排除される。しかし、この種の不適切な音韻構造が音韻部門における手続
きを経て修正される場合は、それらの操作は容認可能となる。本章では、統語的
説明が困難とされてきた動詞句省略と前置詞残留に関する事実に焦点を当て、
これらの異なる現象に対して統一的な説明が可能であることを示す。 
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本研究は、Chomsky (1995)以降において展開されている極小主義プログラムの枠組みにおいて、 
移動現象に見られる再構築効果、縮約形の分布、動詞句省略と前置詞残留の可否などの言語現象を詳
細に考察し、統語部門から音韻部門への派生に関する新たな分析を提案している。 
第１章では、先行研究に基づき、統語操作に課せられる改変禁止条件、統語構造の構築の単位とな
るフェイズの概念、統語構造の解釈のために必要となるラベル付けメカニズム、統語構造から音韻構
造への写像条件等々を導入し、第 2 章以下に展開する分析の理論的枠組みを概観している。 
 第２章では、遅い併合(Late Merge, LM)という統語操作の適用がフェイズ不可侵条件により制限さ
れることを提案している。本提案は、述語内部の名詞句に対する LM に課せられる制限と複数の付加
の適用とその順序に課せられる制約に説明を与え、また、等位接続された名詞句内部への LM の適用
が許されないことを説明している。更に、再構築効果に関する名詞句移動と疑問詞移動の違いが説明
されることも論じている。 
 第３章では、Chomsky (2013, 2015)が提案したラベル付けアルゴリズムの問題点を指摘し、その代案
として、Copy Deletion に基づく新たなラベル付けのメカニズムを提案している。本提案の下では、ラ
ベル付けの問題を引き起こすコピーが統語部門で削除されることにより、どのように統語構造にラベ
ルが付与されるのかを明らかにしている。この削除操作の帰結として、ラベル付けの問題を引き起こ
すコピーは音韻部門や意味部門に送られる前に統語部門で削除されるため、音韻効果や意味効果を持
たない。他方、ラベル付けに必要なコピーは削除されずに音韻部門や意味部門へ送られ、音韻効果や
意味効果を持つ。この新たな削除操作により、to 縮約の分布、不定詞標識を残す動詞句省略の可否、
非定形助動詞の縮約の分布について統一的説明を与えている。 
 第４章では、Sato and Dobashi (2016)が提案した that 痕跡効果に関する音韻分析を拡張し、動詞句省
略と前置詞残留に対して新たな分析を提案している。本論の分析によると、機能語は単独で音韻句を
形成できず、ある音韻句から内容語を取り除いて機能語のみを残留させる省略や移動は、音韻的理由
から排除される。しかし、この種の不適切な音韻構造が音韻部門における手続きを経て修正される場
合は、それらの操作は容認可能となる。この分析の下、統語的説明が困難とされてきた動詞句省略と
前置詞残留に関する事実に焦点を当て、これらの現象に対して統一的説明を与えている。 
以上のように、本研究は、極小主義プログラムの枠組みの下、統語部門から音韻部門への派生に関
して新たな分析を提案しており、英語をはじめとする個別言語の記述的・実証的研究および言語理論
研究の進展に寄与している。 
 よって、本論文の提出者は、博士（文学）の学位を授与されるに十分な資格を有するものと認めら
れる。 
 
